
　
学
習
院
大
学
新
聞
の
創
刊
3

0
0
号
の
発
行
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
現
役
の
部
員
の

み
な
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
の
大
学
に
お
け
る
部
活

動
・
課
外
活
動
は
栄
枯
盛
衰
が

激
し
く
、
学
習
院
大
学
の
場
合

も
同
様
で
す
。
長
い
歴
史
と
伝

統
を
誇
っ
て
い
た
の
に
、
こ
の

何
年
か
は
部
員
ゼ
ロ
、
休
部
・

廃
部
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
他
方
で

何
を
や
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
課
外
活
動

が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

3
0
0
号
も
の
長
期
間
に
わ
た

っ
て
発
行
し
続
け
る
学
習
院
大

学
新
聞
は
、
学
習
院
大
学
の
部

活
動
・
課
外
活
動
を
主
導
し
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
一
号
一
号
の

発
行
を
大
切
に
し
て
、
4
0
0

号
、
5
0
0
号
を
め
ざ
し
て
活

動
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
学
習
院
大
学
新
聞
が
3
0
0

号
を
迎
え
て
大
き
な
区
切
り
と

な
っ
た
今
年
は
、
学
習
院
大
学

に
と
っ
て
も
大
き
な
区
切
り
の

年
で
し
た
。

　
一
つ
は
今
年
度
の
学
部
一
般

入
学
試
験
の
志
願
者
数
が
3
年

連
続
対
前
年
度
比
プ
ラ
ス
の
結

果
、
2
万
4
4
7
人
と
な
り
、

　
年
近
い
学
習
院
大
学
の
歴
史

70の
な
か
で
、
最
高
の
新
記
録
を

達
成
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
国
際
的
に
著
名

な
権
威
あ
る
科
学
雑
誌
の
Ｎ
ａ

ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
の
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
　

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
　
2
0
1
8
　
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
に
お
い
て
、
学
習
院

大
学
の
研
究
力
が
日
本
の
す
べ

て
の
大
学
で
第
1
位
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
区
切
り
の
年
か

ら
次
の
飛
躍
の
年
へ
向
か
っ

て
、
学
習
院
大
学
新
聞
が
学
習

院
大
学
と
と
も
に
、
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
ま

す
。
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思
う
に
、
紙
面

に
は
不
可
能
性
ば

か
り
が
潜
ん
で
い

る
。
我
々
は
小
さ

な
四
角
い
フ
レ
ー

ム
に
如
何
ほ
ど
の

現
実
を
映
し
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、 惟
 み
れ

お
も
ん

ば
途
端
に
難
し
い
と
感
じ
る
▼

我
々
編
集
人
は
現
場
へ
赴
き
、

観
察
者
と
し
て
現
実
を
見
て
言

葉
と
そ
れ
と
を
一
致
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
書
き
記
さ
れ

る
言
葉
と
現
実
を
往
復
し
な
が

ら
、
と
き
に
は
初
め
て
の
抽
象

的
な
感
覚
に
触
れ
て
は
、
親
し

み
や
す
さ
と
経
験
に
裏
付
け
ら

れ
た
深
み
を
持
た
せ
る
表
現
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
編
集
人
の
意
図
は
正
し
く

汲
み
取
ら
れ
る
こ
と
が
正
解
で

は
な
い
。
読
者
が
常
に
受
動
的

な
姿
勢
で
新
聞
を
手
に
す
る
と

想
定
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

彼
ら
は
、
我
々
に
よ
っ
て
選
択

さ
れ
た
現
実
を
反
芻
し
、
そ
の

再
構
を
試
み
る
。さ
ら
に
、我
々

の
無
意
識
か
つ
内
的
な
現
実
に

反
応
し
、
想
像
力
を
駆
使
し
て

そ
の
延
長
線
を
描
き
出
す
▼
編

集
人
は
常
に
中
立
的
な
立
場
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

読
者
を
試
す
よ
う
な
、
屈
せ
ず

も
媚
び
な
い
態
度
で
あ
る
こ
と

が
理
想
だ
と
言
え
る
。
フ
レ
ー

ム
に
は
所
有
の
な
い
空
間
を
、

そ
の
危
う
さ
を
恐
れ
ず
創
り
出

す
。
誰
も
を
歓
迎
し
、
自
由
な

思
考
を
誘
発
す
る
、
自
己
表
出

的
で
な
い
表
現
は
不
可
欠
だ
▼

額
装
す
る
前
の
フ
レ
ー
ム
に
は

文
章
の
意
匠
化
や
編
集
人
の
公

正
性
を
実
現
す
る
可
能
性
が
存

在
す
る
。
そ
れ
で
も
我
々
の
偏

狭
な
価
値
観
と
表
現
が
、
自
ず

と
紙
面
に
あ
ら
ゆ
る
不
可
能
性

を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。 （
澪
）

報
発
信
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
現
在
こ
の
勢
い
は
学
長
を

始
め
と
し
て
先
生
方
の
ご
努
力

に
よ
っ
て
確
実
に
出
て
き
ま
し

た
。
志
願
者
数
の
記
録
更
新
、

合
格
難
易
度
の
上
昇
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
誌
発
表
の
論
文
総
数
に
占

め
る
主
要
紙
掲
載
比
率
ラ
ン
キ

ン
グ
で
日
本
一
に
な
っ
た
事

（
二
位
東
大
、
四
位
京
大
、
五

位
青
山
、
十
三
位
慶
應
、
二
十

九
位
早
稲
田
）
、
ス
ポ
ー
ツ
で

の
活
躍
、
文
化
部
の
活
躍
は
大

学
新
聞
情
報
発
信
が
勢
い
よ
く

書
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
勢
い
の
大
き
な
成
果
は
大

学
新
聞
に
あ
り
、
と
高
く
評
価

し
て
い
ま
す
。
今
度
益
々
勢
い

の
原
動
力
と
な
っ
て
下
さ
い
。

最
後
に
見
出
し
の
訴
求
力
満

点
。
紙
面
の
割
り
付
け
満
点
。

記
事
の
選
択
・
配
分
満
点
。

　（１） ２０１８年５月１４日（月曜日）（通算４９９号）   第３００号［ 総 合 ］

紙面紹介

　
誰
で
も
情
報
を
発
信
で
き
る
時
代
と

な
っ
た
現
代
。
し
か
し
、
そ
こ
に
飛
び

交
う
情
報
す
べ
て
が
必
ず
し
も
正
確
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
だ
。
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長
い
伝
統
に
新
た
な
歴
史

学
の
話
が
中
心
。
こ
の
た
め
、

記
事
を
大
学
の
話
題
に
絞
り
、

大
学
新
聞
へ
の
移
行
を
思
い
立

っ
た
。
大
学
生
が
大
学
の
記
事

を
書
く
た
め
に
は
当
然
だ
と
思

っ
た
し
、
や
は
り
、
移
行
し
て

よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
当
時
の

決
断
を
振
り
返
っ
た
。

　
そ
し
て
、
今
年
5
月
、
本
紙

は
創
刊
第
3
0
0
号
を
迎
え

た
。
歴
代
の
編
集
部
員
た
ち
が

築
き
上
げ
た
本
紙
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
全
て
の

人
に
愛
さ
れ
る
紙
面
づ
く
り
を

目
指
す
。

社
の
運
営
方
針
を
合
わ
せ
る
形

と
な
っ
た
。
創
刊
を
主
導
し
た

初
代
編
集
長
・
尾
関
謙
一
郎
氏

（
昭
和
　
年
卒
）
は
、「
学
習
院

50

新
聞
は
高
等
科
以
下
の
生
徒
か

ら
も
購
読
料
も
も
ら
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
編
集
部
は
全
員

大
学
生
で
記
事
も
ほ
と
ん
ど
大

考
え
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

な
お
、
当
時
院
長
だ
っ
た
安
倍

能
成
は
発
行
許
可
を
出
す
際
、

「
一
部
の
学
生
新
聞
が
陥
り
が

ち
な
一
党
一
派
に
偏
っ
た
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
忠
告

し
た
と
い
う
。

　
そ
の
　
年
後
の
昭
和
　
（
1

23

47

9
7
2
）
年
、
創
刊
2
0
0
号

を
記
念
し
て
「
学
習
院
大
学
新

聞
」
へ
と
改
題
。
読
者
を
大
学

在
学
生
や
教
職
員
に
設
定
す
る

な
ど
、
隆
盛
を
極
め
た
当
時
の

学
生
運
動
を
背
景
と
し
た
、
目

ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
化
に
本

刊
。
読
者
層
は
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
の
在
学
生
及
び
教
職
員

ま
で
と
幅
広
く
設
定
さ
れ
て
い

た
。
近
藤
氏
は
平
成
4
（
1
9

9
2
）
年
の
本
紙
通
算
3
0
0

号
記
念
紙
面
に
て
、
当
時
、
発

行
資
金
の
不
足
や
戦
前
の
報
道

統
制
の
反
省
か
ら
な
る
情
報
の

正
確
性
の
問
題
よ
り
も
、「
た

だ
新
聞
を
作
り
た
い
と
純
真
に

が
開
学
し
た
の
と
当
時
に
、
故

・
近
藤
不
二
氏
の
尽
力
に
よ
り

「
学
習
院
新
聞
」
と
し
て
創

　
戦
後
の
教
育
改
革
が
進
む
昭

和
　
（
1
9
4
9
）
年
、
私
立

24
大
学
と
し
て
新
制
学
習
院
大
学

「
勢
い
あ
る
学
習
院
大
学
新
聞
お
め
で
と
う
」

内
藤
　
政
武
　
本
院
院
長

き
回
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
、
静
か
に
し
て
い
て
も
心
の

中
か
ら
湧
き
出
る
気
迫
、
思
考

力
、
目
の
力
は
人
を
説
得
し
ま

す
。
そ
こ
に
競
争
力
、
折
衝

力
、
包
容
力
、
説
得
力
、
情
報

発
信
な
ど
他
に
は
勢
い
が
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
勢
い
を
読

者
の
皆
さ
ん
に
持
っ
て
い
た
だ

い
て
学
習
院
大
学
を
東
京
で
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
に
す
る
の

が
目
標
で
す
。
学
習
院
大
学
が

学
術
、
研
究
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
で
素
晴
ら
し
い
成
績

を
成
し
遂
げ
た
時
、
情
報
発
信

力
が
弱
い
も
の
で
す
か
ら
、
世

間
の
人
、
卒
業
生
、
学
生
に

中
々
知
れ
渡
ら
な
い
の
で
す
。

こ
れ
が
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
学
習
院
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

が
社
会
の
評
価
の
中
で
認
識
さ

れ
ま
す
。
唯
一
大
学
新
聞
が
情

　
こ
の
度
発
行
さ
れ
る
学
習
院

大
学
新
聞
が
創
刊
以
来
3
0
0

号
を
迎
え
る
と
い
う
、
大
変
お

目
出
度
い
記
念
号
で
あ
り
ま

す
。
大
学
新
聞
部
の
永
い
歴
史

を
継
続
し
て
い
く
力
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
再
度
申
し
上
げ
ま
す

が
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
学
習
院
は
勢
い
の
あ
る
学

習
院
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
ま

す
。
勢
い
と
は
大
き
な
声
で
動

平
成
　
年
度
学
習
院
大
学
史
料
館
春
季
特
別
展

30
「
宮
中
和
歌
の
世
界
―
う
た
の
い
ろ
ど
り
―
」

日
時：

4
月
2
日
（
月
）
～
5
月
　
日
（
土
）

26

　
　
　
平
日
・
土
曜
　
時
か
ら
　
時

10

17

場
所：

北
2
号
館
1
階
学
習
院
大
学
史
料
館
展
示
室

備
考：

入
場
無
料

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講
座

～
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
っ
て
何
？
～

＋
就
職
サ
イ
ト
の
使
い
方
講
座
　
　
　
　
　

日
時：

5
月
　
日
（
火
）　

時
～
　
時
　
分

22

18

19

30

場
所：

記
念
会
館
正
堂

対
象：

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
希
望
者

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
セ
ミ
ナ
ー

日
時：

5
月
　
日
（
火
）　

時
～
　
時
　
分

29

18

19

30

場
所：

西
5
号
館
2
0
2
教
室

本紙創刊号の紙面

縮刷版の発行は4回を数える

　
4
月
　
日
、
毎
年
恒
例
の

15

本
学
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
オ

ー
ル
学
習
院
の
集
い
」
が
目

白
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ

れ
た
。
今
年
で
　
回
目
と
な

32

る
本
イ
ベ
ン
ト
は
学
習
院
の

幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
の

関
係
者
や
家
族
、
ま
た
は
近

隣
住
民
な
ど
様
々
な
人
が
訪

れ
た
。

　
今
年
も
福
島
桜
友
会
に
よ

り
福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る

水
族
館
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ

く
し
ま
」
の
移
動
水
族
館
が

開
か
れ
、
海
の
生
き
物
た
ち

と
触
れ
合
う
こ
と
が
出
来

た
。
さ
ら
に
第
7
回
フ
ラ
ダ

ン
ス
甲
子
園
の
優
勝
校
で
あ

る
福
島
県
立
好
間
高
等
学
校

フ
ラ
ダ
ン
ス
部
を
迎
え
、
華

麗
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
他
に
も
幼
稚
園
か
ら
Ｏ
Ｂ

ま
で
様
々
な
年
代
の
人
々
が

参
加
す
る
大
合
同
演
奏
会
や

運
動
部
に
よ
る
演
武
会
、
さ

ら
に
は
各
団
体
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
同
窓
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、世
代
を
超
え
て
楽
し
む

事
が
出
来
る
一
日
と
な
っ
た
。

と
に
な
っ
た
。

　
本
サ
イ
ト
は
本
紙
読
者
や
本

社
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
だ
け
で
な
く
、
本

学
学
生
や
教
職
員
、
更
に
は
学

外
の
方
な
ど
閲
覧
対
象
を
幅
広

く
設
定
し
て
い
る
。
本
サ
イ
ト

公
開
を
機
に
本
社
の
知
名
度
や

活
動
へ
の
理
解
が
広
ま
る
こ
と

を
切
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
過
去
に
も
本
社
は
公
式
サ
イ

ト
を
公
開
し
て
い
た
。
し
か
し

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
の
閲
覧
以
外

の
コ
ン
テ
ン
ツ

は
少
な
く
、
ま

た
更
新
頻
度
が

低
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
利
用
者

は
ご
く
僅
か
と

な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
本
紙
第

3
0
0
号
発
行

に
併
せ
、
様
々

な
機
能
を
持
ち

合
わ
せ
た
新
た

な
公
式
サ
イ
ト

を
公
開
す
る
こ

　
学
習
院
大
学
新
聞
社
は
本
年

3
月
末
日
、
新
た
に
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
本
サ

イ
ト
で
は
、
従
来
の
本
社
公
式

サ
イ
ト
と
同
じ
く
オ
ン
ラ
イ
ン

で
過
去
1
年
分
の
紙
面
を
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
広
告
掲
載
依
頼

や
取
材
依
頼
を
専
用
フ
ォ
ー
ム

に
て
受
け
付
け
て
い
る
。
本
社

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
は
こ
れ
ら
に
加
え
、

会
員
登
録
・
ロ
グ
イ
ン
を
す
る

こ
と
で
本
紙
創
刊
号
か
ら
最
新

号
に
至
る
ま
で
全
て
の
紙
面
を

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
「
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
紙

面
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
部

員
一
同
、
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
　
年
5
月
　
日

30
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お
か
げ
さ
ま
で
学
習
院
大
学

新
聞
は
本
号
で
第
3
0
0
号
を

迎
え
ま
し
た
。
1
9
7
2
年
の

創
刊
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
大

学
関
係
者
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
、
そ
し

て
読
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
弛
ま

ぬ
ご
支
援
を
頂
き
、
心
よ
り
感

「
創
刊
3
0
0
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
外
」

井
上
　
寿
一
　
本
学
学
長

　
学
習
院
大
学
新
聞
は
今
号
で
創
刊
か
ら
第
3
0
0
号
を
迎

え
た
。
本
紙
は
私
立
大
学
と
し
て
新
制
・
学
習
院
大
学
が
創

立
さ
れ
た
昭
和
　
（
1
9
4
9
）
年
に
、
前
学
習
院
女
子
短

24

期
大
学
学
長
を
務
め
た
故
・
近
藤
不
二
氏
の
尽
力
に
よ
り
「
学

習
院
新
聞
」
と
し
て
創
刊
。
同
　
（
1
9
7
2
）
年
の
「
学

47

習
院
大
学
新
聞
」
へ
の
改
題
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。

本紙の歩み西暦世の中の主な出来事

6月27日、本紙の前身
「学習院新聞」が創刊。1949年

湯川秀樹、日本人初の
ノーベル賞受賞。

創刊1周年を記念して
室久敏三郎編集主幹が
寄稿。

1950年
金閣寺、放火により焼
失（1955年再建）。

学習院新聞創刊100号
を記念して武藤通章主
幹が安倍能成院長と対
談。

1960年
カラーのテレビ番組が
放送開始される。

創刊15周年記念特集
「学習院の伝統」を掲
載。

1963年
テレビアニメ「鉄腕ア
トム」放送開始／名神
高速道路開通。

創刊200号を記念して
「学習院大学新聞」に
改題。購読対象を大学
在学生と関係者に設定
する。

1972年
ニクソン米大統領、ス
ペースシャトル計画を
発表。

黎明会館完成により本
紙部室移転。1978年

新東京国際空港（現：
成田国際空港）開港。

4月号をもって創刊
100号を迎える。同年
6月、通算300号。

1992年
東海道新幹線「のぞみ」
が運転開始。

創刊150号記念企画
「可能性探る大学新
聞」を掲載。

1999年
「だ ん ご3兄 弟」が
291.8万枚の大ヒット
を記録。

四大戦特集号で創刊
200号、11月号で通算
400号を迎える。

2005年
「自然の叡智」をテー
マに、愛・地球博開催。

創刊250号を迎える。2012年
東京・墨田区で東京ス
カイツリーが完成。

今号をもって創刊300
号、次号で通算500号
を迎える。

2018年
ＦＩＦＡワールドカッ
プロシア大会開催（6
月）。

学習院大学新学習院大学新聞聞

創刊300号にあたっ創刊300号にあたってて

ご
  挨
  拶

編
集
長
  安
井
　
大
河
（
政
3
）

第32第32回回
オール学習院オール学習院のの

集い開集い開催催
3
夏
目
前

気
に
な
る
紫
外
線
特
集

4
サ
ッ
カ
ー
部

ホ
ー
ム
で
勝
ち
点
3
獲
得

写真提供：学習院桜友会

https://daishinweb.jp



　Bonjour!  ＧＷも終わり、皆
さん新学年にも慣れてきた頃で
しょうか？フランスは学年末試
験の真っ最中です。
　今回は、フランス人はイギリ
ス人が嫌い、という噂について
お話します。あくまで私が感じ
たことなので、新聞というより
一留学生の体験だと思ってくだ
さい。結論から言うと、私の友
人を見ている限り、フランス人
はイギリス人よりもパリジャン
を嫌っているように思います。
　私の友人は皆パリ以外の出身
ですが、パリジャンは何かとパ
リ以外の街を見下すのが気に入
らないようです。またフランス
人の間では、パリジャンは車の
運転が荒いというのが暗黙の了
解。さらに彼らによればパリは
観光するところで、フランスの
本当の豊かさはパリ以外にある

と言います。フランス名物のワ
インやチーズを思えば、それも
一理ありますね。パリジャンを
皮肉ったジョークもあるのです
が、今回は割愛。
　ちなみにリヨン市民はリヨ
ネ、東京都民はトウキョウイッ
トと呼ばれます。なぜトウキョ
ウイットなのかはフランス人に
もわからないそうです。
　それではトウキョウイットの
みなさん、次回まで、À  bient
甘t! （國井日南子）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

 ２０１８年５月１４日（月曜日）（通算４９９号）   第３００号 （２）［ 特　 集 ］

素

蘇

粗疎疎疎疎

祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に
誰

か
を
拒
絶
し
、
時
に
そ
の
人
の
未
来
ま
で

を
も
奪
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　
2
0
1
5
年
、
官
邸
主
導
で
進
め
ら
れ

て
い
る
一
億
総
活
躍
社
会
に
対
し
、
生
ま

れ
つ
き
障
害
が
あ
る
長
女
を
持
つ
タ
レ
ン

ト
・
菊
池
桃
子
さ
ん
が
以
下
の
発
言
を
し

た
。「
総
活
躍
社
会
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、

活
躍
で
き
な
い
人
は
排
除
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
排

除
の
対
象
を
つ
く
ら
な
い
『
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
包
摂
）
』

こ
そ
が
、
一
億
人
が
活
躍
で
き
る
社
会
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
。
彼
女

は
排
除
さ
れ
る
人
々
の
目
線
で
発
言
し
た

の
だ
。
ど
ん
な
に
弱
者
に
対
し
て
配
慮
を

し
て
も
、
最
終
的
に
は
弱
者
の
目
線
で
議

論
し
、
社
会
の
障
壁
を
取
り
除
く
必
要
が

あ
る
。
私
は
、
こ
の
視
点
を
忘
れ
ず
に
、

誰
も
が
輝
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
な
社
会

の
一
員
に
な
り
た
い
。

（
政
治
学
科
3
年
　
安
井
大
河
）

誰
も
が
輝
け
る
明
日
へ

を
単
な
る
弱
者
と
み
な
し
、
時
に
そ
の
存

在
を
忘
れ
去
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
も
し
も
そ
れ
が
現
実
で
あ
れ
ば
、

真
の
「
多
様
な
社
会
」
は
未
完
成
の
ま
ま

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ヴ
な
社
会
を
目
指
し
て

　
た
と
え
ば
、
あ
な
た
の
周
囲
に
身
体
に

生
ま
れ
つ
き
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
人
が

い
る
と
す
る
。
も
し
も
彼
ら
彼
女
ら
が
あ

る
求
人
広
告
を
目
に
し
、
そ
の
中
で
「
心

身
と
も
に
健
康
な
方
を
募
集
中
」
と
い
う

一
文
を
見
か
け
れ
ば
、
彼
ら
彼
女
ら
は
そ

の
文
言
に
躊
躇
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
が
か
つ
て
実
際
に
見
た
求
人
広
告

に
は
、
同
様
の
文
言
が
存
在
し
、
そ
れ
を

目
に
し
た
障
害
者
は
お
そ
ら
く
そ
の
一
文

の
た
め
に
求
人
へ
の
応
募
を
躊
躇
っ
た
で

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
ま
で
、
残
り
2
年
に
迫
っ
て
い

る
。
開
催
が
決
定
し
て
以
降
、
多
く
の
外

国
人
が
来
日
し
、
我
々
も
そ
れ
を
実
感
で

き
て
い
る
は
ず
だ
。
実
際
、
2
0
1
6
年

の
訪
日
外
国
人
は
過
去
最
多
の
2
4
0
万

人
を
記
録
し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
大
イ
ベ

ン
ト
を
主
催
し
、
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ

る
国
に
は
、
他
者
の
受
け
入
れ
に
寛
容
な

「
多
様
性
社
会
」
の
確
立
が
不
可
欠
だ
。

　
た
し
か
に
現
代
の
日
本
は
他
者
に
寛
容

で
、
多
様
性
社
会
が
確
立
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。「
異
国
か
ら
来
た
他
者
」
の
存
在

に
寛
容
で
関
心
を
寄
せ
な
け
れ
ば
、
多
様

な
社
会
と
し
て
の
現
在
の
日
本
に
た
り
え

な
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
私
た
ち
と
出
自

を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
社
会
的
な
不
条
理

に
遭
っ
て
き
た
「
同
じ
国
民
の
中
の
他
者
」

め
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ

の
後
の
調
査
で

こ
の
ア
カ
ウ
ン

ト
と
ロ
シ
ア
政

府
に
繋
が
り
が

あ
っ
た
こ
と
が

判
明
。B

l
a
c

 
 
 
 k

 

t
i
v
i
s

 
 
 
 
 t

 
は
人

種
間
対
立
を
煽

り
、
ア
メ
リ
カ

社
会
を
混
沌
へ

と
導
こ
う
と
す
る
、
悪
質
な
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
自
体
は
フ
ェ

イ
ク
で
な
い
も
の
の
、
特
定
の
意
図
を

持
ち
、
大
衆
運
動
を
偽
装
し
て
い
る
と

い
う
点
で
、
こ
れ
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
に
分
類
さ
れ
る
。
フ
ェ
イ
ク
で
は
な

い
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
も
存
在
す
る
の

で
あ
る
。 

（
石
川
雅
広
）

　
「
ポ
ス
ト
真
実
」
と
な
ら
び
2
0
1

6
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
に
お
い
て

一
躍
ト
レ
ン
ド
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ

て
、
読
者
が
誤
解
し
そ
う
な
タ
イ
ト

ル
、
衝
撃
的
な
写
真
な
ど
を
利
用
し

て
、
容
易
に
拡
散
さ
れ
て
い
く
。

　
そ
ん
な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
だ
が
、

単
純
な
ウ
ソ
ば
か
り
で
は
な
い
。
大
統

領
選
中
に
話
題
に
な
っ
た
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
ト
の
一
つ
に
「B

l
a
c
k

 
 
 
 
 

t
i
v
i
s

 
 
 
 
 t

 
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「B

l
a
c

 
 
 
 k

 
（
黒
人
）
」
と
「a

c  
 

t
i
v
i
s

 
 
 
 
 t

 
（
行
動
主
義
者
）
」
を
合
わ

せ
た
造
語
だ
。
全
米
で
社
会
問
題
と
な

っ
た
警
察
に
よ
る
黒
人
へ
の
暴
行
の
映

像
や
、
黒
人
の
団
結
を
呼
び
か
け
る
投

稿
を
し
て
お
り
、
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト

は
、　

万
以
上
の
「
い
い
ね
！
」
を
集

30

嘘じゃないフェイクニュー嘘じゃないフェイクニュースス骸骸

は
決
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
ツ

ー
ル
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
分
、
情
報
を
吟
味
し
て
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
自

身
、
新
聞
制
作
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
今
後
情
報
と
ど
う
付
き

合
っ
て
い
く
べ
き
か
、
い
ま
い

ち
ど
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。 

（
遠
藤
加
寿
）

　
何
か
し
ら
情
報
を
得
る
上
で

メ
デ
ィ
ア
の
利
用
は
避
け
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
知

っ
て
か
ら
行
動
に
移
す
ま
で
の

余
裕
だ
。
考
え
る
よ
り
も
先
に

「
い
い
ね
！
」
ボ
タ
ン
を
押
し

た
り
、
リ
ツ
イ
ー
ト
し
た
り
し

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
瞬
時
に
情

報
が
発
信
、
拡
散
、
共
有
さ
れ

る
現
在
、
世
の
中
は
ま
す
ま
す

「
速
く
、広
く
、大
勢
に
。
」
を
良

し
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
歩
引
い
て
み

る
、
他
も
見
て
み
る
、
そ
ん
な

余
裕
が
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
か

ど
う
か
を
見
極
め
る
う
え
で
は

大
切
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
大
学
新
聞
は
今
号

で
3
0
0
号
を
迎
え
る
。
新
聞

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
以
来
、頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」。人
々
は
な
ぜ
そ
れ

を
信
じ
、そ
の
真
偽
を
疑
わ
ず
広
め
て
し
ま
う
の
か
？

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、私
た
ち
は
情
報
の
発
信
者
と
な
り
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」を
拡
散
し

て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。で
は
、ど
の
よ
う
に
情
報
と
付

き
合
っ
て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
価
値
や
意
見
の
多
様
性
』
の

意
味
を
真
剣
に
学
ば
せ
、『
ど

う
せ
世
の
中
こ
ん
な
も
の
』
と

い
う
シ
ニ
シ
ズ
ム
の
蔓
延
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

　
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
拡
散

か
ら
起
き
る
シ
ニ
シ
ズ
ム
層
の

増
加
に
危
機
感
を
も
ち
、
社
会

全
般
へ
の
考
察
を
絶
え
ず
行
う

こ
と
が
必
要
だ
。（
高
尾
優
太
）

が
曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

だ
。
情
報
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が

な
く
な
り
、
人
間
は
受
け
取
り

た
い
情
報
の
み
を
取
捨
選
択

し
、
そ
れ
の
み
が
正
し
い
と
恣

意
的
に
思
う
よ
う
な
傾
向
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
我
々
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

が
蔓
延
す
る
社
会
に
解
決
策
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、

平
野
教
授
は
「
教
育
の
段
階
で

な
い
情
報
は
、
そ
の
信
憑
性
を

認
め
な
い
。
こ
れ
は
『
認
知
的

不
協
和
理
論
』
と
し
て
知
ら
れ

る
も
の
だ
が
、
要
す
る
に
、
自

分
の
政
治
的
な
意
見
や
立
場
に

あ
っ
て
い
る
情
報
で
あ
れ
ば
、

仮
に
事
実
に
反
す
る
情
報
で
あ

っ
て
も
フ
ェ
イ
ク
だ
と
は
な
か

な
か
認
め
な
い
。
人
間
に
は
そ

の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
」
そ
う

だ
。「
そ
も
そ
も
今
日
、
価
値
の

相
対
化
が
進
み
、
ど
の
意
見
が

正
し
い
か
の
判
断
に
つ
い
て
も

個
人
の
『
好
き
嫌
い
』
任
せ
の

部
分
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

立
場
の
意
見
に
簡
単
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

誰
も
が
自
分
の
得
た
い
情
報
だ

け
を
選
択
し
て
、
大
量
に
接
触

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
ど
ん
な
『
ニ
ュ

ー
ス
』
を
流
し
て
も
信
じ
る
人

が
で
て
く
る
よ
う
に
な
る
」
と

平
野
教
授
は
加
え
た
。
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
そ
の
も
の
の
定
義

　
今
日
に
お
い
て
、
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
の
低
下
が
叫
ば
れ
る

中
、
俗
に
言
う
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
が
巷
で
溢
れ
て
い
る
。
人

は
な
ぜ
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を

信
じ
る
の
か
。
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
の
定
義
は
何
な
の
か
。
今

回
、
本
学
政
治
学
科
の
平
野
浩

教
授
が
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に

関
す
る
疑
問
に
答
え
て
下
さ
っ

た
。
　
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
信
憑

性
に
は
、
人
間
の
心
理
が
影
響

し
て
い
る
と
平
野
教
授
は
言

う
。「
個
人
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
、

人
間
は
見
た
い
も
の
を
見
て
、

聞
き
た
い
も
の
を
聞
く
。
自
分

が
持
つ
価
値
観
や
立
場
に
一
致

す
る
情
報
に
は
選
択
的
に
接

し
、
そ
の
内
容
を
正
し
い
と
認

識
し
、
取
り
入
れ
る
。
逆
に
自

分
の
持
っ
て
い
る
意
見
に
あ
わ

の
死
後
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
次

期
皇
帝
の
座
を
狙
っ
て
争
っ
て

い
た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
。
し
か

し
彼
は
権
力
、
政
治
的
地
位
、

財
力
、軍
力
ほ
と
ん
ど
の
面
で

劣
っ
て
い
た
。
唯
一
の
強
み
が

カ
エ
サ
ル
の
息
子
で
あ
る
こ
と

だ
っ
た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
勝

つ
た
め
に
、
鋳
造
を
任
さ
れ
て

い
た
コ
イ
ン
にD

I
V
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（
神
た
る
カ
エ
サ
ル
の
息
子
）

と
い
う
文
字
を
刻
む
。
そ
し

て
、
世
に
自
分
が
カ
エ
サ
ル
の

正
統
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
後
継
者
争
い
に
お
い

て
勝
利
を
納
め
た
。
つ
ま
り
ア

ン
ト
ニ
ウ
ス
よ
り
劣
勢
で
あ
っ

た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
は
、
自
分

に
と
っ
て
有
利
な
状
況
に
近
づ

け
る
コ
イ
ン
を
流
通
さ
せ
る
こ

と
で
世
論
を
自
分
の
方
に
動
か

し
た
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
か
つ
て
は
政
治

的
戦
略
、
利
益
目
的
で
使
用
さ

れ
て
き
た
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
。
し
か
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
が
発
展
し
た
昨
今
に
お
い

て
政
治
的
目
的
が
大
半
を
占
め

つ
つ
も
違
う
目
的
で
利
用
す
る

人
も
い
る
。
愉
快
的
理
由
や
ク

リ
ッ
ク
商
法
と
い
っ
た
経
済
的

な
利
益
を
目
的
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
近
年
増
加
し
て
お
り
問
題

視
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

の
原
因
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し

た
こ
と
で
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

の
拡
散
力
は
勢
い
を
増
し
て
い

る
。
私
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
見
か
け

た
こ
と
が
あ
る
が
年
々
真
実
か

ど
う
か
判
別
し
に
く
い
も
の
が

増
え
て
き
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
目
的
が
多
様
化
し

続
け
て
い
る
の
だ
。
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も

情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
姿
勢

を
更
に
心
が
け
よ
う
。

 

（
渡
邉
紗
英
）

は
な
い
情
報
と

い
っ
た
、
一
見

ニ
ュ
ー
ス
と
関

係
な
い
よ
う
な

も
の
も
含
ま
れ

る
こ
と
も
し
ば

し

ば

存

在

す

る
。
　
次
に
、
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

が
作
成
さ
れ
る

理

由

に

つ

い

て
、
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
す
る
原

因
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
普
及
以

前
と
そ
れ
以
後

で
比
較
し
て
み

る
。
す
る
と
、

少
し
異
な
る
部

分
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

ま
ず
、
前
者
に

関
し
て
は
政
治

的
に
作
案
者
が

意
図
す
る
考
え

に
世
論
を
誘
導
す
る
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
と
呼
ば
れ
る
行
為
を
目
的

と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
こ
れ
だ
け
聞
く
と
わ
か
り
に

く
い
が
、
そ
の
意
味
は
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
の
歴
史
を
見
て
み

る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。
例
え

ば
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
起

源
と
さ
れ
る
古
代
ロ
ー
マ
時

代
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
と
ア
ン

ト
ニ
ウ
ス
の
覇
権
争
い
ま
で
遡

っ
て
み
る
。
独
裁
官
カ
エ
サ
ル

質
に
触
れ
て
い
き
た
い
。

　
そ
も
そ
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
基
本
は
そ
の
名
の

通
り
、
故
意
に
作
ら
れ
た
虚
偽

の
情
報
を
含
む
ニ
ュ
ー
ス
を
指

す
よ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
誹
謗
中
傷
を
目
的
と
し
た
個

人
の
投
稿
、
発
信
元
が
明
確
で

　
昨
今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
急
激
な
普
及

か
ら
、
虚
偽
の
報
道
で
私
た
ち

を
惑
わ
す
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

い
る
。
日
本
で
も
2
0
1
7
年

度
流
行
語
大
賞
の
一
つ
に
選
ば

れ
、
注
目
を
集
め
て
い
る
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
。
今
回
は
そ
の

歴
史
を
中
心
に
見
る
こ
と
で
本

い
う
認
識
を
し
て
お
ら
ず
、
自

分
自
身
の
行
動
が
ど
の
よ
う
な

結
果
を
生
む
か
を
考
え
て
い
な

い
こ
と
も
多
い
。

　
ま
た
学
生
が
そ
の
よ
う
に
し

て
情
報
を
拡
散
す
る
一
方
で
、

周
り
の
友
人
か
ら
の
情
報
の
真

偽
性
に
対
し
て
は
興
味
を
持
つ

の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
み
る

と
、
誤
っ
た
情
報
を
発
信
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
た
と
し
て
も

そ
れ
を
受
け
流
し
て
し
ま
う
と

い
う
行
動
を
と
る
学
生
が
多
い

と
い
う
結
果
が
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
誤
っ
た
情
報
の
流
出
を
止

め
る
手
段
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
も

の
に
対
し
て
問
題
意
識
を
抱
く

以
前
に
、
そ
も
そ
も
無
関
心
な

学
生
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
今
後
、
情
報
社
会
の
進
化
が

さ
ら
に
加
速
す
る
中
で
、
そ
の

責
任
は
、
今
後
社
会
を
担
っ
て

い
く
学
生
に
も
あ
る
。
し
か

し
、
学
生
間
で
の
情
報
の
リ
テ

ラ
シ
ー
が
低
く
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
う
際
の
情
報
の
真
偽
に
対

し
て
の
関
心
の
薄
さ
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
結
果
と
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
日
頃
か

ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
拡
散
を
す
る

主
体
の
一
因
と
も
言
え
る
学
生

が
思
い
の
外
意
識
せ
ず
に
動
い

て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え

た
。 

（
島
崎
あ
ゆ
み
）

　
学
生
に
と
っ
て
フ
ェ
イ
ク
ニ

ュ
ー
ス
は
身
近
な
も
の
な
の

か
。
ま
た
、
そ
の
存
在
を
知
っ

て
い
る
の
か
。
今
回
、
学
生
と

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
お
け
る

現
状
を
知
る
た
め
に
、
大
学
生

　
名
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

20査
を
行
っ
た
。「
そ
も
そ
も
フ

ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
は
何
か
を

知
っ
て
い
る
の
か
」
、「
騙
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
」
と
い
う

質
問
に
は
ほ
ぼ
全
員
が
「
は
い
」

と
回
答
し
た
。

　
更
に
掘
り
下
げ
て
、「
学
生

は
ど
こ
で
そ
の
情
報
に
触
れ
る

の
か
」と
い
う
質
問
を
す
る
と
、

割
合
と
し
て
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が

多
か
っ
た
。
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
な
ど
の
情
報
の
正
確
性

が
高
い
媒
体
を
通
し
て
で
は
な

く
、
誰
で
も
情
報
発
信
が
で
き

る
場
で
学
生
が
情
報
収
集
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
ま
た
誤
っ
た
情
報
が
広
範
に

拡
散
さ
れ
れ
ば
、
何
万
人
も
の

人
が
そ
れ
に
触
れ
る
可
能
性
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
現

状
に
対
し
て
問
題
意
識
を
抱
い

て
い
る
学
生
が
少
な
い
と
い
う

の
は
問
題
点
だ
ろ
う
。

　
厄
介
な
こ
と
に
、
拡
散
す
る

側
か
ら
す
る
と
、
情
報
の
信
憑

性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
上
で

広
め
て
い
る
た
め
、
誤
っ
た
情

報
を
世
の
中
に
広
め
て
い
る
と

大衆心理から見大衆心理から見るる
フェイクニューフェイクニュースス
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ニ
ュ
ー
ス
のの

本
質
を
見
抜
こ

本
質
を
見
抜
こ
うう

大学生大学生のの

情報収集媒情報収集媒体体



下
地
の
代
わ
り
に
使
う
こ
と
も

で
き
る
。そ
の
場
合
も
同
様
に
、

塗
っ
た
あ
と
べ
た
つ
き
が
な
く

な
っ
て
か
ら
次
の
作
業
に
移
る

と
、化
粧
の
ノ
リ
が
よ
く
な
る
。

　
人
に
よ
っ
て
当
然
、
肌
質
も

違
う
。
肌
が
弱
い
人
は
、
ジ
ェ

ル
タ
イ
プ
の
も
の
か
ら
試
す
と

よ
い
。
シ
ェ
イ
キ
ン
グ
タ
イ
プ

は
落
ち
に
く
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
が
、
肌
に
負
担
を
感
じ
た
ら

控
え
た
方
が
無
難
だ
。
ま
た
肌

の
乾
燥
が
気
に
な
る
人
は
、
う

る
お
い
や
保
湿
の
効
果
が
あ
る

も
の
を
お
す
す
め
す
る
。

　
こ
の
時
期
、
数
多
く
の
日
焼

け
止
め
商
品
が
販
売
し
て
い
る

こ
と
か
ら
何
を
選
ぶ
か
迷
う
こ

と
も
多
い
だ
ろ
う
。ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
の
な
か
に
は
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
直
接
相
談
す
る
こ

と
で
、
よ
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
も

ら
え
る
だ
ろ
う
。

　
店
頭
で
話
を
聞
く
の
に
抵
抗

が
あ
る
人
は
、
家
族
の
意
見
を

参
考
に
す
る
の
も
よ
い
。
親
子

や
兄
弟
は
、肌
質
や
好
み
が
似
て

い
る
こ
と
も
多
い
。メ
イ
ク
用
品

を
母
か
ら
譲
り
受
け
る
娘
が
多

い
よ
う
に
、
近
い
肌

の
性
質
を
持
つ
人
に

合
う
も
の
は
、
自
分

で
も
使
い
や
す
い
も

の
が
多
い
は
ず
だ
。

最
近
は
効
果
だ
け
で

は
な
く
、
塗
り
心
地

や
香
り
の
よ
さ
な

ど
、
五
感
で
感
じ
る

効
能
を
重
視
し
た
商

品
が
増
え
て
い
る
。
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に
お
い
て
は
創
作
活
動
だ
と
い
え
る
。

　
批
評
の
創
作
性
を
示
す
指
摘
と
し

て
、『
最
終
的
に
修
正
可
能
な
も
の

で
あ
る
か
ら
そ
の
偏
り
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
も
の
』
と
し
批
評
自
体

を
批
評
す
る
と
い
う
要
求
を
し
た
。

こ
の
提
示
は
ゴ
ダ
ー
ル
の
求
め
続
け

た
「
次
の
創
作
へ
の
進
歩
す
る
た
め

の
批
評
」
を
可
能
に
し
得
る
。
批
評

そ
の
も
の
を
批
評
す
る
文
化
は
、
良

い
批
評
を
生
み
だ
す
土
壌
と
な
り
、

そ
れ
は
良
質
な
作
品
を
生
む
土
壌
に

繋
が
る
。
本
書
は
批
評
に
お
け
る
専

門
性
の
必
要
性
を
暴
き
、
感
想
と
批

評
の
明
確
な
線
引
き
に
成
功
し
た
。

こ
こ
で
示
さ
れ
る
批
評
の
可
能
性
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
現
代
に
こ
そ
有
用

だ
。 

（
臣
）

（
ノ
エ
ル
・
キ
ャ
ロ
ル
著
　
勁
草
書

房
　
税
込
3
7
8
0
円
　
2
0
1
7

年
）

　
私
た
ち
の
生
き
る
現
代
は
最
も

多
く
芸
術
批
評
が
生
ま
れ
、
消
費

さ
れ
る
時
代
だ
。
膨
大
に
生
み
出

さ
れ
忘
れ
ら
れ
て
い
く
作
品
群
を

前
に
、
我
々
は
ど
の
よ
う
な
批
評

を
指
針
と
す
る
べ
き
な
の
か
。

　
本
書
に
お
い
て
キ
ャ
ロ
ル
は
芸

術
批
評
を
「
作
品
に
対
す
る
理
由

に
基
づ
い
た
価
値
づ
け
」
と
定
義

す
る
。
価
値
と
は
作
品
に
お
い
て

作
者
が
達
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

作
者
の
意
図
と
目
的
を
も
と
に
作

品
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
相
対
的
に
解

明
さ
れ
る
も
の
だ
。
こ
の
主
目
的

の
補
助
作
業
と
し
て
6
つ
の
作
業

を
具
体
的
に
挙
げ
る
。
以
上
が
こ

の
定
義
の
主
な
内
容
で
あ
る
。

　
こ
の
作
業
の
中
の
一
つ
に
「
解

釈
」が
挙
が
る
。「
理
由
に
基
づ
く
価

値
づ
け
」の
根
拠
で
あ
る
た
め
に
許

さ
れ
る
解
釈
の
余
地
は
狭
い
。
解

釈
に
は
作
品
内
の
記
号
の
解
明
と

正
確
な
記
述
を
必
要
と
す
る
。
解

明
作
業
に
お
い
て
必
要
な
も
の
は

集
合
的
な
知
、即
ち
歴
史
的
に
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
文
脈
の
中
で
の

意
味
の
記
述
で
あ
る
。批
評
活
動
は

作
品
の
解
体
と
再
構
成
で
あ
る
点

『ペンタゴン・ペーパーズ
／最高機密文書』

権
力
と
の
闘
い
と
メ
デ
ィ
ア
の
使
命

の
存
続
そ
の
も
の
が
危
う
く

な
る
。
二
つ
の
狭
間
で
葛
藤

す
る
キ
ャ
サ
リ
ン
の
姿
に
心

が
揺
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
本
記
事
を
執
筆
し
た
の
は
本

紙
編
集
長
。
私
自
身
の
立
場
上
、
キ
ャ

サ
リ
ン
の
苦
悩
は
自
分
の
も
の
の
よ
う

に
感
じ
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
氏

が
手
掛
け
る
本
作
。
娯
楽
映
画
で
名
を

馳
せ
る
彼
が
描
く
本
作
の
人
間
ド
ラ
マ

に
目
が
離
せ
な
い
。 

（
風
）

る
の
は
メ
デ
ィ
ア
の
使
命
だ
。
だ
が
、

権
力
が
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
圧
力
を
か

け
れ
ば
、
国
民
の
「
知
る
権
利
」
さ
え

も
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
―
。
記
事

の
掲
載
は
、
社
主
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
グ

ラ
ハ
ム
（
役：

メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
）

に
委
ね
ら
れ
た
。
歴
史
に
揺
れ
る
会
社

の
運
命
は
い
か
に
―
。

　
本
作
は
ス
ク
ー
プ
す
る
記
者
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
会

社
経
営
や
法
的
・

政
治
権
力
的
問
題

な
ど
多
角
的
な
視

点
か
ら
メ
デ
ィ
ア

の
内
側
を
描
く
。

メ
デ
ィ
ア
も
あ
く

ま
で
民
間
企
業
の

ひ
と
つ
。
質
の
高

い
記
事
を
作
成
す

れ
ば
、
読
者
が
増

え
、
会
社
が
発
展

す
る
。
一
方
、
自

ら
の
報
道
で
会
社

が
危
機
に
陥
れ
ば

収
入
は
減
り
会
社

　
本
作
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関

す
る
合
衆
国
政
府
の
最
重
要
機

密
文
書
を
、
高
級
紙
・
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
が
ス
ク
ー
プ
し

た
実
話
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
1
9
6
0
年
代
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
派
遣
し
た
ア
メ
リ

カ
軍
の
劣
勢
の
状
況
を
合
衆
国

政
府
は
ひ
た
隠
し
に
す
る
。
そ

の
真
実
が
書
か
れ
た
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
政
策
決
定
の
歴
史
、
1
9
4

5
–
1
9
6
7
」
と
い
う
最
高

機
密
文
書
を
合
衆
国
政
府
委
託

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
ラ
ン
ド
研

究
所
の
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ズ
バ

ー
グ
（
役：

マ
シ
ュ
ー
・
リ
ス
）

研
究
員
が
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
に
秘
密
裡
に
漏
洩
し
、
記
事

の
掲
載
を
働
き
か
け
る
。
し
か

し
、
そ
の
事
実
を
知
っ
た
合
衆

国
政
府
関
係
者
が
ワ
シ
ン
ト
ン

・
ポ
ス
ト
に
掲
載
し
な
い
よ
う

圧
力
を
か
け
る
。
記
事
を
掲
載

し
、「
報
道
の
自
由
」
を
全
う
す

癌

雁

危

企

眼眼眼眼

頑頑頑頑

翫
翫
翫
翫
翫
翫

お話を伺った秦さん

　
立
案
当
初
、
こ
の
企
画
は

「
3
0
0
号
の
3
面
は
燦
々

（
さ
ん
さ
ん
）
の
太
陽
に
ち
な

ん
だ
テ
ー
マ
を
」
と
い
う
言
葉

遊
び
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
卒
業
生
と
の
ご
縁
も
あ

り
、
季
節
に
合
っ
た
企
画
を
採

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
読
者
の
方
に
は
自
分
の
身

体
に
合
う
対
策
を
し
て
、
楽
し

い
夏
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
最
後
に
、
お
忙
し
い
な

か
、
紙
面
作
成
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
方
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 （
高
橋
優
花
）

企
画
・
構
成
　
高
橋
　
優
花

レ
イ
ア
ウ
ト
　
野
口
　
英
嗣

取
材
　
　
　
　
金
井
　
里
菜

高
橋
　
　
萌

塚
原
　
優
希

鍔
屋
　
花
奈

安
井
　
大
河

吉
田
　
　
仁

肌
の
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
た

め
に
は
、
日
光
に
当
た
ら
な
い

よ
う
気
を
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
送
る

こ
と
も
大
切
だ
。 （
塚
原
優
希
）

し
ま
い
シ
ミ
な
ど
の
原
因
と
な

る
。
正
常
に
働
か
せ
る
た
め
に

は
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
送

る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
。
こ
れ

か
ら
の
日
差
し
の
厳
し
い
夏
に

る
紫
外
線
Ｂ
波
を
浴
び
る
と
、

皮
膚
が
火
傷
し
た
状
態
に
な

り
、
肌
が
赤
く
腫
れ
あ
が
り
水

ぶ
く
れ
の
状
態
な
ど
に
な
る
。

　
ま
た
、
紫
外
線
Ａ
波
は
浴
び

る
と
肌
が
黒
く
な
り
、
シ
ミ
や

し
わ
、
た
る
み
の
原
因
と
な

る
。
こ
れ
は
、
表
皮
の
下
に
あ

る
真
皮
と
い
う
部
分
に
網
の
目

の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
コ

ラ
ー
ゲ
ン
の
繊
維
を
変
化
さ

せ
、
表
皮
が
持
つ
紫
外
線
の
吸

収
能
力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う

た
め
だ
。

　
そ
し
て
、
紫
外
線
を
浴
び
る

と
表
皮
が
反
射
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
反
射
で
き
ず
吸
収
さ
れ

一
番
下
の
基
底
層
ま
で
届
く
と
、

　
～
　
時
間
後
に
肌
の
色
や
髪

12

24

の
色
を
決
め
る
黒
や

褐
色
の
メ
ラ
ニ
ン
色

素
が
生
成
さ
れ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
タ
ー

ン
オ
ー
バ
ー
の
効
果

で
2
～
7
日
後
に
肌

が
黒
く
な
る
と
い
う

仕
組
み
だ
。
こ
の
タ

ー
ン
オ
ー
バ
ー
が
正

常
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
、
こ
の
色
素
が
皮

膚
の
中
に
沈
着
し
て

に
作
ら
れ
た
皮
膚
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
肌
の
表
皮
が
周

期
的
に
新
し
く
な
る
こ
と
を

「
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
」と
い
う
。

　
表
皮
は
紫
外
線
を
吸
収
し
や

す
く
な
っ
て
お
り
、
表
皮
の
下

の
細
胞
を
日
焼
け
す
る
こ
と
で

守
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
日
焼
け

し
た
状
態
の
肌
は
紫
外
線
か
ら

身
体
が
守
ら
れ
た
証
で
も
あ
る

の
だ
。

　
次
に
日
焼
け
を
引
き
起
こ
す

原
因
で
あ
る
紫
外
線
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
き
た
い
。
日
焼
け

に
関
す
る
紫
外
線
は
2
種
類
あ

る
。
ガ
ラ
ス
で
遮
る
こ
と
が
で

き
る
紫
外
線
Ｂ
波
と
遮
る
こ
と

の
で
き
な
い
紫
外
線
Ａ
波
だ
。

　
ガ
ラ
ス
で
遮
る
こ
と
が
で
き

対
策
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
夏
に
誰
も

が
気
に
す
る
日
焼
け
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。
そ
も
そ
も
日
焼
け
と
は
、

皮
膚
の
表
皮
が
太
陽
の
日
光
に

よ
っ
て
火
傷
し
た
状
態
の
こ
と

だ
。
つ
ま
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た

り
触
る
と
痛
か
っ
た
り
す
る
の

は
、
肌
が
炎
症
を
起
こ
し
て
い

る
合
図
な
の
だ
。

　
表
皮
は
、
4
層
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
一
番
下
の
層
で
あ
る

基
底
層
で
作
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

表
面
の
角
質
ま
で
上
が
っ
て
い

く
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
基
本
的

に
　
日
周
期
の
た
め
、
今
見
て

28
い
る
皮
膚
は
基
底
層
で
　
日
前

28

　
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
気
に

な
る
紫
外
線
。
浴
び
る
と
肌
に

シ
ミ
を
作
っ
て
し
ま
う
話
は
よ

く
聞
か
れ
、
避
け
た
い
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
様
々
な

レ
ン
と
い
う
紫
外
線
を
吸
収
し

や
す
く
す
る
成
分
を
含
ん
で
い

る
。
朝
に
食
べ
る
と
日
に
焼
け

や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

そ
こ
で
、
紫
外
線
を
浴
び
た
後

の
肌
に
は
効
果
的
で
あ
る
た

め
、
外
で
1
日
過
ご
し
た
日
の

夕
食
な
ど
に
食
べ
る
と
い
い
だ

ろ
う
。
ほ
か
に
は
夏
野
菜
で
あ

る
ト
マ
ト
は
リ
コ
ピ
ン
を
多
く

含
み
、
肌
の
ダ
メ
ー
ジ
を
回
復

に
導
く
効
果
が
あ
る
。
夏
の
風

物
詩
で
あ
る
ス
イ
カ
は
ス
ー
パ

ー
ア
ミ
ノ
酸
が
細
胞
の
回
復
を

早
め
て
く
れ
る
。
土
用
の
丑
の

日
に
食
べ
る
こ
と
が
多
い
う
な

ぎ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
豊
富
で
、

乾
燥
を
予
防
し
て
く
れ
る
作
用

を
持
つ
。
日
焼
け
予
防
を
し
な

が
ら
夏
の
食
べ
物
を
楽
し
む
の

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
で
は
、
日
に
焼
け
て
し
ま
っ

た
後
の
ケ
ア
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
。
強
い
紫
外
線

を
浴
び
た
肌
は
火
傷
状
態
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
冷
水
や
濡
れ

タ
オ
ル
な
ど
で
冷
や
す
必
要
が

あ
る
。
日
焼
け
止
め
は
刺
激
が

強
い
た
め
、
そ
れ
を
塗
っ
て
い

る
場
合
は
ぬ
る
ま
湯
で
優
し
く

落
と
し
た
方
が
い
い
。
日
に
焼

け
た
肌
は
水
分
が
減
り
乾
燥
し

て
い
る
た
め
、
化
粧
水
な
ど
で

保
湿
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
た

だ
、
症
状
が
酷
い
場
合
に
は
セ

ル
フ
ケ
ア
よ
り
先
に
皮
膚
科
を

受
診
し
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ

う
。
　
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ

う
に
、
万
全
な
紫
外
線
対
策
を

し
て
、
海
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

夏
の
行
事
を
目
一
杯
楽
し
も

う
。 

（
金
井
里
菜
）

お
く
と
重
宝
す
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
日
傘
に
は
意
外
な
注
意
点

が
あ
る
。
紫
外
線
は
上
か
ら
降

り
注
ぐ
だ
け
で
な
く
、
実
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
の
照
り
返
し

が
あ
る
。
日
傘
の
内
側
の
色
が

白
色
だ
と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か

ら
の
照
り
返
し
を
日
傘
が
さ
ら

に
反
射
し
、
そ
の
紫
外
線
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。
そ
の
た
め
日
傘
の
内
側
の

色
は
黒
が
お
す
す
め
だ
。

　
日
焼
け
予
防
は
外
側
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
内

側
か
ら
で
も
効
果
的
だ
。
紫
外

線
対
策
の
た
め
に
有
効
な
食
品

に
は
、
い
ち
ご
や
ア
セ
ロ
ラ
ジ

ュ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
豊
富

に
含
ん
で
お
り
、
紫
外
線

に
含
ま
れ
老
化
を
も
た
ら

す
と
い
う
活
性
酸
素
を
抑

え
る
作
用
が
あ
る
の
だ
。

紫
外
線
を
多
く
浴
び
そ
う

な
日
の
朝
に
食
べ
る
と
い

い
。
た
だ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
豊
富
な
食
品
を
無
闇
に

朝
食
と
し
て
食
べ
る
の
は

注
意
が
必
要
だ
。
レ
モ

ン
、
オ
レ
ン
ジ
、
キ
ウ
イ

な
ど
の
柑
橘
類
は
、
ソ
ラ

　
夏
は
海
水
浴
に
キ
ャ
ン
プ
な

ど
楽
し
い
行
事
が
目
白
押
し

だ
。
し
か
し
夏
の
強
い
日
差
し

は
シ
ミ
や
ソ
バ
カ
ス
を
引
き
起

こ
す
の
で
油
断
大
敵
。
日
焼
け

を
し
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
日

に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
大
切
だ

が
、
部
屋
か
ら
外
へ
出
な
い
と

い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
こ

こ
で
は
、
夏
を
楽
し
み
な
が
ら

紫
外
線
を
予
防
す
る
方
法
を
紹

介
し
た
い
。

　
ま
ず
紹
介
す
る
の
は
日
傘

だ
。
日
傘
は
紫
外
線
を
予
防
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
強
い
日
差

し
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
た
め
熱

中
症
予
防
に
も
な
る
。
暑
い
日

の
お
出
か
け
に
一
本
用
意
し
て

　
紫
外
線
対
策
の
王
道
は
や
は

り
日
焼
け
止
め
を
塗
る
こ
と

だ
。
と
は
い
え
、
正
し
く
塗
れ

て
い
る
か
、
肌
に
合
っ
て
い
る

も
の
か
、
不
安
な
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
雪

肌
精
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
で
有

名
な
、
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
経

営
企
画
部
広
報
室
の
秦
美
奈
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
ま
ず
塗
り
方
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
日
焼
け
止
め
は
、
正
し

く
塗
ら
な
い
と
、
効
果
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

は
じ
め
に
適
量
を
手
に
出
す
。

感
覚
と
し
て
は
、
少
し
多
い
く

ら
い
が
よ
い
。
小
鼻
や
耳
、
首

の
後
ろ
は
塗
り
残
し
や
す
い
の

で
、
注
意
し
よ
う
。

　
万
遍
な
く
伸
ば
し
た
ら
、
少

し
時
間
を
お
い
て
、
べ
た
つ
き

が
な
く
な
る
の
を
待
つ
。
乾
く

こ
と
で
で
き
る
耐
水
性
の
膜

が
、
紫
外
線
を
吸
収
あ
る
い
は

反
射
す
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に

こ
の
時
に
水
気
が
残
っ
た
ま
ま

触
る
、
ま
た
は
上
か
ら
別
の
も

の
を
使
う
と
、
肌
に
膜
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
な
お
、
日
焼
け
止
め
を
化
粧

　
日
差
し
が
強
く
な
る
こ
の
季

節
、
そ
ろ
そ
ろ
日
焼
け
を
気
に

し
は
じ
め
る
人
も
多
い
は
ず
。

本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
前
に
、

実
践
し
た
い
紫
外
線
対
策
に
つ

い
て
特
集
す
る
。

う
。
睡
眠
不
足
の
状
態
で

は
、
朝
す
っ
き
り
と
起
き
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
加
え
て

不
規
則
な
生
活
リ
ズ
ム
は
、

食
欲
や
そ
の
日
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
ま
で
影
響
す
る
。

　
朝
早
い
時
間
や
夕
方
に
な

る
と
、紫
外
線
の
量
は
少
な
く

な
る
。日
差
し
と
上
手
に
付
き

合
い
丈
夫
な
体
を
保
つ
よ
う

に
心
が
け
よ
う
。 （
高
橋
萌
）

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
、
骨
に
吸

収
さ
れ
や
す
く
し
て
い
る
の

だ
。
食
物
か
ら
も
摂
取
で
き
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

だ
。
皮
膚
か
ら
直
接
、
紫
外
線

を
浴
び
る
こ
と
で
、
不
足
し
て

い
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生

成
を
補
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
二
つ
目
は
、

体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
る
こ
と
だ
。
1
日

は
　
時
間
だ
が
、
人
間

24
の
本
来
持
つ
体
内
時
計

は
、　

時
間
よ
り
ず
れ

24

て
い
る
。
そ
の
た
め
、

毎
日
リ
セ
ッ
ト
し
な
い

と
、
眠
り
た
い
時
間
に

眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

　
こ
こ
ま
で
紫
外
線
に
よ
る
身

体
へ
の
悪
い
影
響
を
紹
介
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
光
を
浴
び

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
生
成
を
促
進
さ
せ
る
作
用

が
あ
る
こ
と
だ
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

は
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

率
を
高
め
る
作
用
が
あ
る
。
骨

の
形
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
の
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

で
あ
る
。
し
か
し
カ
ル
シ
ウ
ム

は
、
体
内
に
吸
収
さ
れ
る
割

合
、
吸
収
率
が
低
く
、
他
の
栄

養
素
で
吸
収
率
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
血
液

現代に蔓延る病現代に蔓延る病巣巣
『批評について 芸術批評の哲学『批評について  芸術批評の哲学』』

ノエル・キャノエル・キャロロル著 森功次ル著　森功次訳訳

　
例
え
ば「
雪
肌
精
」の
日
焼
け

止
め
は
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り

の
体
に
寄
り
添
っ
た
は
た
ら
き

を
す
る
和
漢
植
物
成
分
を
配
合

し
、
自
然
な
美
し
さ
を
つ
く
る

手
助
け
を
し
て
い
る
の
だ
。
ま

た
、
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
と
し

て
の
使
用
感
や
、
ブ
ラ
ン
ド
の

イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ

う
に
、
一
口
に
日
焼
け
止
め
と

言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴

が
あ
る
。
宣
伝
や
ク
チ
コ
ミ
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
い
ろ
い
ろ

と
試
す
こ
と
で
、
ぜ
ひ
自
分
に

合
う
も
の
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
。 

（
高
橋
優
花
）

・『ペンタゴン・ペーパーズ／最高機密文書』
・公開日／公開劇場：全国公開中
・可Twentieth  Century  Fox  Film  Corporation 
 and  Storyteller  Distribution  Co.,LLC
・配給：東宝東和

紫外線特紫外線特集集

日日
差差
しし
でで
体体
調調
管管
理理

手
軽
な
日
焼
け
予
防

手
軽
な
日
焼
け
予
防
でで

楽
し
い
夏

楽
し
い
夏
にに

専
門
家
に
訊

専
門
家
に
訊
くく

日
焼
け
止
め
の
選
び

日
焼
け
止
め
の
選
び
方方
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今
回
は
高
度
1
，
0
0
0

ｍ
の
世
界
に
学
生
生
活
を
捧

げ
て
い
る
、
航
空
部
キ
ャ
プ

テ
ン
・
鈴
木
裕
斗
さ
ん
（
政

4
）に
お
話
を
伺
っ
た
。航
空

部
へ
入
部
し
た
理
由
に
つ
い

て
鈴
木
さ
ん
は
「
昔
か
ら
空

が
好
き
で
し
た
。
空
と
最
も

関
わ
れ
る
の
は
、
航
空
部
だ

と
感
じ

た
か
ら

で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
航
空
部
の
目
標
は
「
自
家

用
操
縦
士
資
格
（
滑
空
機
）

の
取
得
」と「
全
国
大
会
へ
の

出
場
」の
2
つ
で
あ
る
。免
許

を
取
得
せ
ず
と
も
、
限
ら
れ

た
条
件
で
飛
行
す
る
こ
と
は

可
能
だ
が
、
大
会
に
は
出
場

で
き
な
い
。免
許
取
得
に
は
、

2
年
強
の
訓
練
が
必
要
だ
と

鈴
木
さ
ん
は
言
う
。
そ
の

為
、
多
く
の
部
員
が
免
許
取

得
に
向
け
て
切
磋
琢
磨
し
て

い
る
。
た
だ
、
空
に
思
い
を

募
ら
せ
続
け
る
に
は
、
幾
多

の
障
害
が
立
ち
は
だ

か
る
。
ま
ず
費
用
の

問
題
が
あ
る
。
搭
乗

料
や
合
宿
費
な
ど
合

計
で
年
間
　
万
円
ほ
ど
か
か

40

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
費
用
を

補
う
た
め
、
鈴
木
さ
ん
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
。
更

に
、
合
宿
の
準
備
な
ど
に
も

時
間
を
奪
わ
れ
る
た
め
、
慌

た
だ
し
い
生
活
を
送
っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
然
と
の
関
わ

り
合
い
の
問
題
も
あ
る
。
航

空
部
の
搭
乗
機
体
は
滑
空
機

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
）
で
、
エ
ン

ジ
ン
が
な
い
。
そ
の
為
、
天

候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

上
昇
気
流
が
な
け
れ
ば
、
1

回
の
フ
ラ
イ
ト
が
3
分
程
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し

上
昇
気
流
に
乗
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
長
時
間
飛

び
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
と

言
う
。
実
際
に
鈴
木
さ
ん
は

4
時
間
を
超
え
た
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況

で
も
「
辛
い
と
思
っ
た
こ
と

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
合
宿

期
間
の
現
実
か
ら
か
け
離
れ

た
非
日
常
は
、
毎
回
大
き
な

刺
激
を
与
え
て
く
れ
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
景
色

を
眺
め
、
大
空
を
自
由
に
滑

空
す
る
。
そ
う
い
っ
た
体
験

は
我
々
に
は
、
想
像
も
で
き

な
い
だ
ろ
う
。

　
既
に
免
許
を
取
得
し
た
鈴

木
さ
ん
の
目
標
は
全
国
大
会

出
場
で
あ
る
。
空
に
思
い
を

抱
き
続
け
る
鈴
木
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
に
目
が
離
せ

な
い
。 

（
宇
田
川
直
人
）

空
を
夢
見

空
を
夢
見
てて

　航空部

鈴木  裕斗  さん（政 4 ）　

合計後半前半

110学習院大学

000國學院大學

ドリブルで攻め込む楠田選ドリブルで攻め込む楠田選手手

（撮影・関沢裕一朗（撮影・関沢裕一朗））

相手ディフェンスをかわす藤岡選相手ディフェンスをかわす藤岡選手手

 （（撮撮影影・・山口史恩山口史恩））

果敢に突破する渡辺選果敢に突破する渡辺選手手

（（撮撮影影・・江島大智江島大智））

勝
利
を
掴
み
に

っ
た
。
伊
澤
圭
太
選
手
（
営
2
）

の
巧
み
な
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
ワ

ー
ク
で
果
敢
に
攻
め
込
む
本
学

で
あ
っ
た
が
、
相
手
チ
ー
ム
の

守
り
は
堅
く
、
な
か
な
か
シ
ュ

ー
ト
ま
で
繋
が
ら
な
い
。
そ
ん

な
焦
り
か
ら
か
、
後
半
8
分
に

は
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
出
さ
れ

て
し
ま
う
。
両
チ
ー
ム
が
決
定

的
な
チ
ャ
ン
ス
を
作
れ
ず
均
衡

状
態
が
続
く
中
、
後
半
　
分
に

33

試
合
が
動
く
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ

リ
ア
内
で
相
手
に
ハ
ン
ド
の
判

定
が
下
さ
れ
、
本
学
が
Ｐ
Ｋ
を

獲
得
。
こ
れ
を
楠
田
選
手
が
確

実
に
決
め
、
待
望
の
先
制
点
を

得
た
。

　
そ
の
後
本
学
は
、
自
陣
に
攻

め
込
む
隙
を
与
え
ず
相
手
陣
で

の
プ
レ
ー
を
続
け
、
そ
の
ま
ま

試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴

ら
さ
れ
た
。

　
見
事
1
対
0
で
勝
利
し
、
勝

ち
点
3
を
掴
み
取
っ
た
本
学
。

Ｐ
Ｋ
を
決
め
た
楠
田
選
手
は
試

合
後
、「
前
節
で
は
ロ
ス
タ
イ

ム
で
同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
勝

利
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
節
で
は
そ
の
点
を
反
省
し
、

最
後
ま
で
気
を
抜
か
な
い
プ
レ

ー
を
心
が
け
ま
し
た
。
次
の
試

合
で
も
、
応
援
を
含
め
部
員
全

員
の
一
体
感
を
大
切
に
し
、
全

力
で
挑
み
た
い
で
す
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。
試
合
を
重
ね
る
ご

と
に
一
つ
一
つ
課
題
を
克
服
し

て
い
く
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
。
関

東
リ
ー
グ
昇
格
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
大
き
く
前
進
し
た
に

違
い
な
い
。 起
起
 （
石
井
亜
樹
）

で
隙
の
な
い
プ
レ
ー
を
心
が
け

ま
す
。
部
員
　
名
全
員
で
勝
利

80

し
勝
ち
点
3
を
掴
み
取
り
た
い

で
す
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
本
学
の
キ
ッ
ク
オ
フ
で
試
合

開
始
。
両
チ
ー
ム
の
譲
ら
な
い

プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

中
、
前
半
　
分
に
ピ
ン
チ
が
訪

10

れ
た
。
ピ
ッ
チ
中
央
に
て
ボ
ー

ル
を
奪
わ
れ
る
と
、
一
気
に
自

陣
へ
攻
め
込
ま
れ
シ
ュ
ー
ト
を

放
た
れ
る
。
こ
れ
を
キ
ー
パ
ー

の
石
川
恵
悟
選
手
（
営
3
）
が

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
な
ん
と

か
失
点
は
免
れ
た
。
す
る
と
そ

の
1
分
後
、
今
度
は
本
学
に
チ

ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
。
自
陣

か
ら
ス
ロ
ー
イ
ン
が
行
わ
れ
る

と
、
流
れ
る
よ
う
な
パ
ス
を
繋

ぎ
、
ボ
ー
ル
は
瞬
く
間
に
相
手

陣
へ
と
運
ば
れ
た
。
右
サ
イ
ド

か
ら
楠
田
将
太
朗
選
手
（
政
4
）

が
ク
ロ
ス
を
上
げ
、
宮
原
直
央

選
手
（
英
3
）
が
頭
で
合
わ
せ

た
が
、
惜
し
く
も
ク
ロ
ス
バ
ー

に
阻
ま
れ
る
。
ま
た
、
前
半
　30

分
に
は
楠
田
選
手
が
フ
リ
ー
キ

ッ
ク
を
獲
得
す
る
も
、
キ
ー
パ

ー
に
阻
ま
れ
得
点
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
激
し
い
攻
防

を
繰
り
広
げ
る
両
チ
ー
ム
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
も
ス
コ
ア
は

動
く
こ
と
な
く
0
対
0
で
前
半

を
折
り
返
し
た
。

　
後
半
に
入
っ
て
か
ら
も
試
合

展
開
は
ま
さ
に
一
進
一
退
で
あ

　
4
月
　
日
、
本
学
北
グ
ラ
ウ

29

ン
ド
に
て
東
京
都
大
学
サ
ッ
カ

ー
リ
ー
グ
1
部
の
第
2
節
が
行

わ
れ
た
。
季
節
外
れ
の
気
温
の

中
、
両
チ
ー
ム
の
応
援
に
も
熱

が
入
る
。
作
山
瑛
士
選
手
（
済

4
）
は
試
合
前
、「
前
節
の
反
省

を
踏
ま
え
て
、
決
め
る
べ
き
チ

ャ
ン
ス
を
決
め
き
り
、
最
後
ま

暑
さ
に
負
け
ず

流
れ
掴
め
ず

貴
重
な
一
点

ン
タ
ー
に
苦
戦
し
、
0
対
　
で
14

前
半
を
折
り
返
す
。
し
か
し
後

半
開
始
直
後
、
藤
岡
泰
祐
選
手

（
教
2
）
が
ゴ
ー
ル
前
で
岩
本

選
手
の
パ
ス
を
受
け
取
り
ト
ラ

イ
。
反
撃
の
狼
煙
を
あ
げ
る
。

そ
の
後
、
ゴ
ー
ル
前
で
藤
岡
選

手
が
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
、
そ
の

ま
ま
ト
ラ
イ
。
キ
ッ
ク
オ
フ
も

決
ま
り
　
対
　
。
藤
岡
選
手
の

14

14

活
躍
で
遂
に
同
点
に
追
い
つ

く
。
し
か
し
最
後
は
ス
ク
ラ
ム

か
ら
ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ
失
点
。

　
対
　
で
敗
れ
　
校
中
6
位
と

14

21

10

い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
試
合
後
、
藤
岡
選
手
は
「
も

っ
と
上
位
を
狙
え
た
な
と
感
じ

ま
す
」
と
悔
し
さ
を
滲
ま
せ

た
。
一
方
で
、「
強
豪
相
手
で

も
自
分
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
が
通

用
す
る
と
も
感
じ
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
た
。
岩
本
選
手
も

「
青
山
学
院
戦
や
明
治
学
院
戦

で
前
半
は
良
い
試
合
が
出
来
た

こ
と
は
今
後
の
自
信
に
な
り
ま

す
ね
」
と
手
応
え
を
口
に
し

た
。
実
り
の
多
い
大
会
と
な
っ

た
事
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
実

が
芽
吹
き
花
開
く
事
を
信
じ
て

彼
ら
は
勝
利
を
目
指
し
戦
い
続

け
る
。 起
起
起
起
 （
佐
藤
翔
太
）

　
第
1
試
合
の
相
手
は
一
橋
大

学
。
序
盤
か
ら
ゴ
ー
ル
前
へ
果

敢
に
攻
め
込
み
有
利
に
試
合
を

進
め
る
。
競
り
合
い
か
ら
岩
田

大
輔
選
手
（
営
3
）
が
抜
け
出

し
先
制
ト
ラ
イ
。
そ
の
後
も
攻

撃
の
手
を
緩
め
な
い
。
武
田
雅

貴
選
手
（
教
2
）、
岩
本
選
手
の

ト
ラ
イ
も
飛
び
出
す
な
ど
終
始

相
手
を
圧
倒
。　

対
5
で
勝
利
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し
た
。

　
続
く
第
2
試
合
は
青
山
学
院

大
学
と
対
戦
。
開
始
早
々
に
土

屋
光
佑
選
手
（
営
4
）
の
ト
ラ

イ
、
加
え
て
キ
ッ
ク
も
決
ま
り

7
点
を
先
制
。
そ
の
後
同
点
に

追
い
つ
か
れ
る
も
ゴ
ー
ル
前
で

パ
ス
を
受
け
取
っ
た
千
賀
雄
太

選
手
（
法
2
）
が
ト
ラ
イ
。
再

び
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。
し
か
し

前
半
終
了
間
際
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

の
空
き
を
突
か
れ
失
点
。　

対
12

　
。
逆
転
を
許
し
て
し
ま
う
。

14後
半
も
相
手
の
勢
い
を
止
め
ら

れ
ず
立
て
続
け
に
失
点
を
重

ね
、　

対
　
で
悔
し
い
敗
戦
と

12

52

な
っ
た
。

　　
第
3
試
合
の
相
手
は
明
治
学

院
大
学
。
相
手
の
素
早
い
カ
ウ

力
を
確
か
め
た
い
で
す
」
と
意

気
込
ん
だ
。
何
処
が
相
手
で
も

自
分
た
ち
の
力
を
出
し
切
る
。

強
い
決
意
を
胸
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
駆
け
て
行
っ
た
。

ズ
大
会
に
臨
ん
だ
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
岩
本
慎
太
郎
選
手
（
営
4
）

は
「
今
大
会
は
強
豪
校
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
の
で
そ
う
い
っ

た
チ
ー
ム
と
戦
い
自
分
た
ち
の

　
4
月
　
日
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は

22

本
学
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ

れ
た
関
東
大
学
対
抗
戦
セ
ブ
ン

今
持
て
る
力
を

掴
ん
だ
手
応
え

す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　
4
月
　
日
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ

21

ッ
ク
公
園
に
て
ホ
ッ
ケ
ー
部
女

子
の
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
た
。

対
戦
相
手
は
武
蔵
大
学
。
主
将

の
柳
谷
希
美
選
手
（
済
4
）
は

「
1
部
リ
ー
グ
に
昇
格
す
る
に

は
全
試
合
で
勝
つ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
は
リ
ー
グ
首
位
で
す

が
、
そ
れ
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で

す
。
今
季
は
実
戦
型
式
の
練
習

を
多
く
行
い
ま
し
た
。
プ
レ
ー

中
の
声
掛
け
や
連
携
な
ど
を
上

手
く
活
か
し
、
勝
利
し
た
い
で

実
力
を
発
揮

　
我
が
部
の
活
動
は
極
め
て
特

殊
だ
。
部
員
全
員
が
大
学
生
な

が
ら
、
取
材
を
し
て
記
事
を
執

筆
す
る
た
め
に
、
社
会
人
な
ど

大
学
生
以
外
の
方
と
も
接
す
る

機
会
が
多
く
、
取
材
先
方
や
広

告
掲
載
主
に
「
余
計
な
ご
迷
惑

を
か
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。ま
た
、紙

面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
部
員

自
ら
考
え
、割
り
付
け
を
行
う
。

長
期
休
暇
中
以
外
、
毎
月
発
行

を
し
て
い
る
我
が
部
で
は
、
こ

れ
ら
の
作
業
を
お
よ
そ
2
～
3

週
間
以
内
に
全
て
仕
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。さ
ら
に
、数
多

く
の
編
集
長
の
業
務
が
重
く
の

し
か
か
る
。就
任
以
降
、常
に
何

か
を
気
に
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
に
な
っ
た
。
過
去
の

先
輩
方
も
同
様
に
考
え
、
悩
ん

だ
は
ず
だ
▼
そ
れ
で
も
私
が
こ

の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、

誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

歴
代
の
先
輩
方
が
築
い
た
歴
史

を
絶
や
す
ま
い
と
い
う
矜
持
を

も
っ
て
仕
事
に
当
た
る
。
3
0

0
号
を
迎
え
た
今
、
改
め
て
そ

れ
を
自
覚
し
、
残
る
任
期
を
駆

け
抜
け
て
い
き
た
い
。 起
 （
風
）

堅
い
守
備
で
接
戦
制

堅
い
守
備
で
接
戦
制
すす

　
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
り
響
き
、

動
き
始
め
た
両
チ
ー
ム
。
本
学

の
立
ち
上
が
り
は
良
く
、
ボ
ー

ル
を
キ
ー
プ
し
、
果
敢
に
攻
め

て
い
く
。
チ
ー
ム
唯
一
の
経
験

者
で
あ
る
濱
崎
陽
菜
選
手
（
史

2
）
が
中
心
と
な
り
巧
み
な
パ

ス
が
回
る
。
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー

（
Ｑ
）
8
分
、
試
合
は
動
い

た
。
天
明
沙
季
選
手
（
政
4
）

の
鋭
い
シ
ュ
ー
ト
で
先
制
点
を

得
る
。
そ
の
後
も
仲
間
同
士
声

を
掛
け
合
い
、
ボ
ー
ル
を
キ
ー

プ
し
何
度
も
ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て

い
く
。
残
り
1
分
　
秒
と
な
っ

40

た
こ
ろ
で
、
柳
谷
選
手
に
よ
る

2
点
目
の
見
事
な
シ
ュ
ー
ト
が

決
ま
る
。
そ
の
ま
ま
2
―
0
で

第
1
Ｑ
が
終
了
し
た
。

　
相
手
を
突
き
放
し
た
い
第
2

Ｑ
。
寺
田
有
美
香
選
手
（
政
4
）

の
華
麗
な
パ
ス
か
ら
ゴ
ー
ル
を

狙
う
が
惜
し
く
も
得
点
に
至
ら

ず
。一
進
一
退
の
攻
防
が
続
き
、

両
者
譲
ら
ず
前
半
戦
が
終
了
。

　
追
加
点
を
挙
げ
た
い
後
半
の

第
3
、
第
4
Ｑ
。
さ
ら
な
る
攻

勢
を
仕
掛
け
、
相
手
に

付
け
入
る
隙
を
与
え
な

い
。し
か
し
、こ
こ
で
も

得
点
で
き
ず
、
終
始
圧

倒
し
た
が
、
結
果
的
に

本
学
は
2
―
0
で
勝
利
し
た
。

　
試
合
後
、「
前
半
は
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
勝
利
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
後
半
油
断
し

力
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
練
習
か
ら
試
合
を
意

識
し
て
次
の
勝
利
に
つ
な
げ
た

い
で
す
」
と
柳
谷
主
将
は
慢
心

せ
ず
に
語
っ
て
く
れ
た
。
心
を

通
わ
せ
、
ボ
ー
ル
を
繋
い
で
い

く
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子
。
そ
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち
進
み
、
私

た
ち
に
希
望
を
見
せ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。 

（
矢
島
涼
葉
）

4
月
　
日
に
本
学
に
て
行
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わ
れ
た
東
京
都
大
学
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
1
部
の
第
2
節
。
本
学
は
國

學
院
大
學
と
激
突
し
た
。
関
東
リ
ー

グ
昇
格
に
向
け
大
事
な
一
戦
と
な
る

こ
の
試
合
。熱
戦
の
末
、本
学
が
後
半

に
Ｐ
Ｋ
を
獲
得
。
そ
れ
を
楠
田
選
手

が
決
め
1
対
0
で
見
事
リ
ー
グ

戦
初
勝
利
を
収
め
た
。
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